
従
来
か
ら
省
エ
ネ
を
目
的
と
し
て
サ

マ
ー
タ
イ
ム
（
注
１
）
を
実
施
し
て
き

た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
更
な
る
効

果
を
期
待
し
て
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
期
間

を
２
０
０
７
年
よ
り
計
１
カ
月
間
延
長

し
ま
し
た
。
今
回
の
「
政
策
・
制
度
解

説
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム

に
よ
る
省
エ
ネ
効
果
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
そ
の
効
果
を
分
析
し
て
い
る
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
報
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告
書
の
内
容
を
中
心
に
、
ア
メ
リ
カ
が

サ
マ
ー
タ
イ
ム
期
間
の
延
長
に
踏
み
切

っ
た
狙
い
に
つ
い
て
解
説
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
歴

史現
在
、
世
界
70
ヵ
国
以
上
で
サ
マ
ー

タ
イ
ム
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
経

済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟

29
ヵ
国
の
中
で
は
、
日
本
、
韓
国
、
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
（
夏
季
は
白
夜
に
な
る
た

め
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
導
入
す
る
必
要

が
な
い
）
以
外
の
全
て
の
国
に
お
い
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
マ
ー
タ
イ
ム

の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
本
格

的
に
普
及
し
始
め
た
の
は
第
一
次
世
界

大
戦
下
の
１
９
１
６
年
か
ら
で
あ
り
、

戦
時
に
お
け
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節

約
を
目
的
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
欧

州
諸
国
を
中
心
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
１
９
１
７

年
に
第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
、
翌

年
の
１
９
１
８
年
に
、
や
は
り
省
エ
ネ

を
目
的
と
し
て
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
サ
マ
ー
タ

イ
ム
は
１
年
間
で
廃
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
再
び
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
３
年

政政
策策
・・
制制
度度
解解
説説
ココ
ーー
ナナ
ーー
⑳⑳

ササ
ママ
ーー
タタ
イイ
ムム
制制
度度
にに
よよ
るる
省省
エエ
ネネ
効効
果果

〜〜
アア
メメ
リリ
カカ
がが
ササ
ママ
ーー
タタ
イイ
ムム
をを
１１
カカ
月月
間間
延延
長長
しし
たた
狙狙
いい
〜〜

金金
属属
労労
協協
政政
策策
局局
主主
任任
／／
松松
崎崎
　　
寛寛

資資
料料

注１：サマータイム制度とは、太陽の恵みを活かし、明るい時
間を有効に活用する制度。昼間の明るい時間が長い期間
（例えば4月～10月）、全国の時刻（時計の時間）を標準時　
より1時間進める。この制度を導入することによって起
床・就寝時間も、働く時間も、今までどおりでありなが
ら、明るい夕方の時間が1時間増え、活用しやすくなる。
欧米では、デイライト・セイビング・タイム（Daylight 
Saving Time）とも呼ばれており、これは、太陽光
（Daylight）を有効活用（Saving）する時間制度（Time）
という意味。全米50州のうち、アリゾナ、ハワイはサマ
ータイムを実施していない。
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間
（
１
９
４
２
〜
１
９
４
５
年
）
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
20
年
間
、

サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
運
用
を
規
定
す
る
連

邦
法
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
各

州
・
各
地
域
に
お
い
て
サ
マ
ー
タ
イ
ム

の
運
用
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
交
通
機

関
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
業
界
を
は

じ
め
、
人
々
の
生
活
時
間
に
も
混
乱
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
混
乱
を
解
消

す
べ
く
、
１
９
６
６
年
、
連
邦
議
会
は

統
一
時
間
法
（U

niform
T
im
e
A
ct

）

を
成
立
さ
せ
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
適
用
期

間
を
４
月
最
終
日
曜
日
か
ら
10
月
最
終

日
曜
日
ま
で
の
６
カ
月
間
に
統
一
し
ま

し
た
。

１
９
７
３
年
の
石
油
危
機
後
の
１
９

７
４
年
に
は
10
カ
月
間
（
１
〜
10
月
）、

１
９
７
５
年
に
は
８
カ
月
間
（
２
〜
10

月
）
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム
期
間
の
延
長
が

実
施
さ
れ
、
１
〜
３
月
の
朝
が
な
か
な

か
明
る
く
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
国

民
か
ら
は
不
評
で
し
た
が
、
期
間
延
長

に
よ
り
石
油
消
費
抑
制
の
大
き
な
効
果

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
マ
ー
タ
イ

ム
制
度
を
所
管
し
て
い
る
運
輸
省
の
試

算
で
は
、
２
年
間
実
施
し
た
期
間
延
長

に
よ
り
、
３
〜
４
月
の
２
カ
月
間
、
１

日
平
均
約
１
万
バ
レ
ル
（
１
５
９
万
リ

ッ
ト
ル
）
の
原
油
が
節
約
さ
れ
た
と
し

て
い
ま
す
（
１
日
の
全
体
消
費
量
の

１
％
分
に
相
当
）。
ま
た
、
１
９
８
６

年
に
は
統
一
時
間
法
が
改
正
さ
れ
、
サ

マ
ー
タ
イ
ム
開
始
日
を
４
月
最
終
日
曜

日
か
ら
第
１
日
曜
日
に
繰
り
上
げ
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
、
年
間
約
30
万
バ
レ

ル
（
４
７
７
０
万
リ
ッ
ト
ル
）
の
原
油

が
節
約
さ
れ
た
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

電
力
危
機
と
２
０
０

１
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
委

員
会
報
告

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
１
年
に
か

け
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
発
生
し
た

電
力
危
機
時
に
は
、
電
力
消
費
の
抑
制

を
目
的
と
し
て
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
適
用

期
間
の
延
長
、
お
よ
び
ダ
ブ
ル
・
サ
マ

ー
タ
イ
ム
（
時
計
の
針
を
２
時
間
進
め

る
）
を
導
入
す
る
法
案
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会

（C
alifornia

E
nergy

C
om
m
ission

）

で
は
、
適
用
期
間
の
延
長
と
ダ
ブ
ル
・

サ
マ
ー
タ
イ
ム
に
関
す
る
電
力
消
費
の

抑
制
効
果
を
試
算
し
た
「
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
電
力
利
用
に
お
け
る
サ
マ
ー
タ

イ
ム
の
効
果
（E

ffects
of
D
aylight

S
a
vin
g
T
im
e
o
n
C
a
lifo
rn
ia

E
lectricity

U
se

）」
と
題
す
る
報
告

書
を
２
０
０
１
年
３
月
に
発
表
し
て
い

ま
す
。

同
報
告
書
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
お
い
て
、

【
ケ
ー
ス
１
】
通
常
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム
期

間
に
加
え
、
冬
季
（
10
月
末
〜
４
月
初

頭
）
に
お
い
て
も
時
計
の
針
を
１
時
間

進
め
る
「
通
年
サ
マ
ー
タ
イ
ム
」
を
実

施
し
た
場
合
、
冬
季
に
お
い
て
は
、
１

日
平
均
３
４
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
（
１
日
の
全

体
消
費
量
の
０
・
５
％
）、
ピ
ー
ク
時

（
17
時
〜
20
時
）
に
は
平
均
１
１
０
０

Ｍ
Ｗ
ｈ
（
３
％
）
の
電
力
消
費
量
の
削

減
が
見
込
ま
れ
る
。
特
に
３
月
に
お
い

て
は
、
１
日
平
均
３
６
９
８
Ｍ
Ｗ
ｈ

（
１
日
の
全
体
消
費
量
の
０
・
６
％
）、

ピ
ー
ク
時
（
17
時
〜
20
時
）
に
は
平
均

１
１
４
９
Ｍ
Ｗ
ｈ
（
３
・
５
％
）
の
削

減
と
な
り
、
そ
の
効
果
は
大
き
い
。

【
ケ
ー
ス
２
】
通
常
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム
期

間
に
お
い
て
、
時
計
の
針
を
更
に
１
時

間
進
め
る
ダ
ブ
ル
・
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を

実
施
し
た
場
合
、
１
日
平
均
１
５
０
０

Ｍ
Ｗ
ｈ
（
１
日
の
全
体
消
費
量
の
０
・

２
％
）
の
電
力
消
費
量
削
減
の
程
度
で

あ
る
が
、
一
定
の
効
果
は
見
込
ま
れ
る
。

と
、
２
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
試
算
し

て
い
ま
す
。

前
述
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム
適
用
期
間
の

延
長
と
ダ
ブ
ル
・
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
同

時
に
導
入
す
る
法
案
は
成
立
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
報
告
書
は
、
サ

マ
ー
タ
イ
ム
期
間
の
延
長
が
、
ダ
ブ

ル
・
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
実
施
よ
り
効
果

的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
し
た
。

包
括
エ
ネ
ル
ギ
ー
法

の
制
定

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が

誕
生
し
て
以
来
、
京
都
議
定
書
か
ら
離
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脱
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
姿

勢
が
疑
問
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
逼
迫
や
価
格
の

上
昇
な
ど
の
影
響
も
受
け
て
、
２
０
０

５
年
８
月
、
包
括
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
案
が

成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
外
依
存
度
の
軽
減
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
、

原
子
力
発
電
の
利
用
拡
大
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
な
ど
、
広
範
囲
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
措
置
に
つ
い
て
規
定
し
た
法
律
で
す

が
、
そ
の
な
か
に
、
省
エ
ネ
対
策
の
一

環
と
し
て
サ
マ
ー
タ
イ
ム
期
間
の
延
長

が
規
定
さ
れ
、
従
来
の
「
４
月
の
第
一

日
曜
日
か
ら
10
月
の
最
終
土
曜
日
」
か

ら
、
２
０
０
７
年
よ
り
１
カ
月
間
延
長

し
、「
３
月
の
第
二
日
曜
日
か
ら
11
月

の
第
一
日
曜
日
」
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。

期
間
延
長
に
よ
る
電

力
消
費
抑
制
効
果

ア
メ
リ
カ
の
今
回
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム

期
間
延
長
に
よ
る
省
エ
ネ
効
果
の
本
格

的
な
検
証
は
期
間
終
了
後
と
な
り
ま
す

1.メルボルンの数値は2000年。オーストラリアでは、2000年のオリンピック時においてサマータイムが２カ月間前倒し実施された。
それ以外の都市は2007年の数値。
2.資料：カリフォルニア州エネルギー委員会資料、および国立天文台資料より作成。

《図表１》カリフォルニア州の主要都市と
ビクトリア州メルボルンにおける日の出・日の入り時間

（＊）日本の数値は、１時間前倒しした場合の参考時間。
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り
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
電
力
需
要
が
ピ
ー

ク
に
達
す
る
午
後
５
時
半
か
ら
午
後
７

時
半
ま
で
の
間
、
２
〜
５
％
の
電
力
消

費
量
が
削
減
で
き
る
と
報
告
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

が
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
１
カ
月
間
延
長
し

た
狙
い
は
、
省
エ
ネ
の
な
か
で
も
、
特

に
電
力
消
費
の
抑
制
が
狙
い
で
あ
る
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

日
本
で
は
有
効
に
働

く
か
？

日
本
に
お
い
て
は
、
夏
季
の
全
体
の

電
力
需
要
ピ
ー
ク
は
昼
間
13
〜
14
時
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
用
電
力
需
要

の
ピ
ー
ク
は
、
17
〜
19
時
と
な
っ
て
お

り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州
と
同
じ
で

す
。
ま
た
、
図
表
１
に
あ
る
よ
う
に
、

日
本
に
お
い
て
仮
に
、
３
月
中
旬
か
ら

サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
導
入
し
、
従
来
の
生

活
時
間
を
１
時
間
前
倒
し
に
し
た
場

政政
策策
・・
制制
度度
解解
説説
ココ
ーー
ナナ
ーー
⑳⑳

ササ
ママ
ーー
タタ
イイ
ムム
制制
度度
にに
よよ
るる
省省
エエ
ネネ
効効

果果
　　
〜〜
アア
メメ
リリ
カカ
がが
ササ
ママ
ーー
タタ
イイ
ムム
をを

１１
カカ
月月
間間
延延
長長
しし
たた
狙狙
いい
〜〜

資資
料料

が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
エ
ネ
ル
ギ
ー

委
員
会
で
は
２
０
０
７
年
２
月
、「
サ

マ
ー
タ
イ
ム
前
倒
し
実
施
に
よ
る
電
力

省
エ
ネ
効
果
」
と
題
し
た
興
味
深
い
報

告
書
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
北
半
球
と

南
半
球
に
位
置
す
る
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や
季
節
に
よ
る
湿

度
・
気
温
、
日
の
出
・
日
の
入
り
時
間

（
図
表
１
）
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
と

似
通
っ
て
お
り
、
か
つ
サ
マ
ー
タ
イ
ム

制
度
を
導
入
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州
で
は
、
サ
マ
ー
タ

イ
ム
実
施
１
週
間
前
と
実
施
後
の
家
庭

用
電
力
消
費
量
の
推
移
（
図
表
２
）
を

み
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
エ
ネ
ル

ギ
ー
委
員
会
が
２
０
０
１
年
に
試
算
し

た
前
述
の
通
年
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
実
施

し
た
場
合
の
３
月
の
電
力
需
要
カ
ー
ブ

と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

合
、
ほ
と
ん
ど

の
主
要
都
市
に

お
い
て
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州

や
ビ
ク
ト
リ
ア

州
の
主
要
都
市

と
同
じ
よ
う
な

日
の
出
・
日
の

入
り
時
間
と
な

り
ま
す
。
こ
う

し
た
類
似
点
が

あ
る
こ
と
か

ら
、
日
本
で
サ

マ
ー
タ
イ
ム
制

度
を
導
入
し
た

場
合
に
お
い
て

も
、
電
力
消
費

抑
制
に
有
効
に

働
く
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

《図表2》サマータイム（ＤＳＴ）実施１週間と実施後のビクトリア州における
家庭用電力需要比較（１９９９年、２００１～２００５年の平均値）

資料出所：カリフォルニア州エネルギー委員会。
「サマータイム前倒し実施による電力省エネ効果」（2007年２月）より作成。


